Students’ Perceptions of the Atomic-Bomb Heritage and Nuclear Disarmament: A Cross-disciplinary Analysis of the 75th Anniversary Student Survey Results by van der DOES, Luli & KAWANO, Noriyuki
－ 145 －
『広島平和科学』42（2020）pp. 145-173 ISSN ０３８６-３５６５







Students’ Perceptions of the Atomic-Bomb Heritage and
Nuclear Disarmament:
A Cross-disciplinary Analysis of the 75th Anniversary
Student Survey Results
Luli van der DOES
The Center for Peace, Hiroshima University
Noriyuki KAWANO
The Center for Peace, Hiroshima University
Abstract
The 75th Anniversary Student Survey was conducted to assess students’ knowledge of the main 
facts and figures regarding the 1945 atomic bombings of Hiroshima and Nagasaki and to explore 
students’ perceptions of three related topics: survivors’ experiences, the existing nuclear weapons, 
and students’ conceptions of peace. Responses to single- or multiple-choice questions and free 
text questions were analysed using a cross-disciplinary triangulation approach that combines 
descriptive statistics, quantitative text-content analytics, and critical discourse analysis. The 
results revealed variability in students’ awareness of historical and present nuclear issues, and 
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in their readiness to take over the survivors’ mission to keep campaigning for peace. Education 
had a significant impact on students’ conceptions of peace. Specifically, those who had visited 
museums in Hiroshima or Nagasaki, experienced a face-to-face interaction with survivors, and/or 
had a classroom-based study of a related subject scored higher than their peers in basic knowledge. 
Citing the survivors as their source of inspiration, these students’ responses exhibited willingness 
to pursue peace with a global perspective. They are more likely than their peers to opt for a 
contextualized interpretation of the US decision to drop the atomic bombs. Further, they expressed 
scepticism of nuclear deterrence and showed varying degrees of expectation of the Treaty on the 
Prohibition of Nuclear Weapons. At the same time, the students expressed acute concern regarding the 





















































































　回答者の性別は、男性が220名で全回答者の54.86％、女性が178名で44.39％、無回答とその他が 3 名 






知っていたか問 6 で確認したところ、表 7 のように、97.76％が知っていた。次に、原爆が最初に投下
された都市と 2 番目に投下された都市がどこかと質問した（問 7 と問 8 ）が、それぞれの、97パーセ
ントを超える高正解率であった（表 8 、表 9 ）。その投下日について尋ねると（問 9 と問10）、表10お
表 2 　回答者の所属大学（問 1 ）
選択肢（ 1 つ選択） 件　数 割　合
1_広島大学 203 50.60％
1_長崎大学 198 49.40％
表 3 　回答者の出身地（問 2 ）
選択肢（ 1 つ選択） 件　数 回答者割合 学内割合
2_出身地_広島 57 14.21％ 28.08％
2_出身地_長崎 89 22.19％ 44.95％
2_出身地_広島　または　長崎　統合 146 36.41％ 
2_出身地_その他 255 63.59％ 
表 4 　回答者の国籍（問 3 ）
選択肢（ 1 つ選択） 件　数 割　合
3_日本国籍 398 99.25％
3_日本国籍以外 3 0.75％
表 5 　回答者の年齢（問 4 ）
記　述 平　均 標準偏差 最頻値 最頻値の割合
4_年齢 18.862 3.328 18 62.59％
表 6 　回答者の性別（問 5 ）

























全国** 54.5％ 45.5％  100％
*：Kei-Net大学検索システムより。
　  https://search.keinet.ne.jp/search/option/






つ設け、 A：1000人未満、 B：1000人～ 5 万人未満、 C： 5 万人～20万人未満、 D：20万人～50万 






表 7 　初めて原爆が投下された国は日本であることを知っているか（問 6 ）




表 8 　原爆が最初に投下された都市はどこか（問 7 ）
選択肢（ 1 つ選択） 件　数 割　合
7_原爆投下都市 1 _広島_正解 391 97.51％
7_原爆投下都市 1 _広島_不正解 10 2.49％
7_原爆投下都市 1 _広島_無回答 0 0.00％
表 9 　原爆が 2 番目に投下された都市はどこか（問 8 ）
選択肢（ 1 つ選択） 件　数 割　合
8_原爆投下都市 2 _長崎_正解 391 97.51％
8_原爆投下都市 2 _長崎_不正解 9 2.24％
8_原爆投下都市 2 _長崎_無回答 1 0.00％
表10　都市 1 に原爆が投下された日（問 9 ）










































選択肢 過　小 正　解 過　大 無回答
11_死亡者数_広島 15 170 215 1
％ 3.74％ 42.39％ 53.62％ 0.25％
12_死亡者数_長崎 45 216 136 4
％ 11.22％ 53.87％ 33.92％ 1.00％
表12　都市 1 への原爆投下による死没者数（問11）
選択肢（ 1 つ選択） A：過少 1 B：過少 2 C ：正解 D：過大 1 E ：過大 2 F ：過大 3 無回答
11_死亡者数_広島 0 15 170 118 49 48 1
％ 0.00％ 3.74％ 42.39％ 29.43％ 12.22％ 11.97％ 0.25％
過　小 正　解 過　大 無回答
15 170 215 1
3.74％ 42.39％ 53.62％ 0.25％
表13　都市 2 への原爆投下による死没者数（問12）
選択肢（ 1 つ選択） A：過少 1 B：過少 2 C ：正解 D：過大 1 E ：過大 2 F ：過大 3 無回答
12_死亡者数_長崎 0 45 216 63 46 27 4
％ 0.00％ 11.22％ 53.87％ 15.71％ 11.47％ 6.73％ 1.00％
過　小 正　解 過　大 無回答
45 216 136 4
11.22％ 53.87％ 33.92％ 1.00％
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選択肢（一つ選択） 件　数 割　合 経験時
17_何を見たのか 115 28.68％ 被爆当時
17_どうやって助かったのか 28 6.98％ 被爆当時
17_どんなけがをしたのか 1 0.25％ 被爆当時
17_つらかったことは何か 36 9.00％ 被爆当時とそれ以降
17_米国を恨んでいないか 70 17.46％ 被爆当時から現在
17_今も苦しんでいることはあるか 62 15.46％ 被爆当時から現在
17_その他 9 0.22％ 



















選択肢（ 1 つ選択） 件　数 割　合 内　容
21_ A　減らすべき 105 26.18％ 核軍縮
21_ B　完全になくすべき（廃絶） 229 57.11％ 核廃絶
21_ C　増やすべき 1 0.25％ 核兵器増進
21_D　今より増やすべきではない 46 11.47％ 現状維持
21_ E　わからない 20 5.00％ 無回答
21_無回答 0 0.00％ 無回答
表24　核兵器保有の是非について（問22）
選択肢（ 1 つ選択） 件　数 割　合
22_ A　どこの国も許されない 299 74.56％
22_ B　 5 大国はかまわない 35 8.73％
22_ C　 5 大国以外も自由に保有すべき 6 1.50％
22_D　わからない 58 14.46％
22_ E　無回答 3 0.75％
表21　原爆投下について、是非を評価（問19）






選択肢（複数回答） 件　数 割　合 内　容
20_日本を降伏させ、戦争を早期に終結 94 23.44％ 人的犠牲抑制
20_日米の犠牲者を増やさないため 33 8.23％ 人的犠牲抑制
20_原爆開発に多額の予算投じた説明責任 2 0.50％ 原爆開発投資
20_自己犠牲の精神性にダメージ与える為 17 4.24％ 自己犠牲の精神
20_戦後国際社会でソ連より優位に立つ為 18 4.49％ 米ソ国際関係
20_日本がアジア諸国を侵略した代償 15 3.74％ 日本軍の侵略
20_その他 19 4.74％ その他の理由























選択肢（ 1 つ選択） 件　数 割　合 可能性
25_核兵器_使われる 47 11.72％ ある
25_核兵器_使われる可能性は高い 210 52.37％ ある
25_核兵器_使われる可能性は低い 88 21.95％ ある
25_核兵器_絶対にない 1 0.25％ ない
25_核兵器_わからない 54 13.47％ 不明
25_核兵器_無回答 1 0.25％ 不明
表25　核保有国を知っているか（問23）
選択肢（ 1 つ選択） 件　数 割　合
23_ C　正解 341 85.04％
23_ A　米国、フランス、ドイツ、日本、英国 9 2.24％
23_ B　米国、中国、フランス、イスラエル、ロシア 28 6.98％
23_D　米国、中国、インド、パキスタン、英国 17 4.24％









選択肢（ 1 つ選択） A矛盾 B 中立 C 問題ない Dその他 NA無回答
27_核禁条約に日本は未署名 266 96 24 12 3













選択肢（ 1 つ選択） Aとても B ある程度 C 少しだけ D全くない NA無回答
28_核禁条約への期待度 64 184 105 48 0
％ 15.96％ 45.89％ 26.18％ 11.97％ 0.00％
表31　核兵器による惨劇を防ぐために必要だと思うこと（問29）
選択肢（ 3 つ以内） 件　数 割　合
29_ A　歴史教育 270 67.33％
29_ B　広島長崎からの発信・平和運動 202 50.37％
29_ C　政治家・権力者・署名人の努力 111 27.68％
29_D　核兵器禁止条約の批准履行 103 25.69％
29_ E　国・民間レベルでの相互交流 178 44.39％





 1 項目  2 項目  3 項目
29_選択広告数別人数 83 93 225







　最初に、出身地（問 3 ）の結果に照合して比較した。広島・長崎出身者群と他の都道府県出身者群に 
分け、（問18）の結果と照合して、被爆地の資料館などに行ったことのある群とない群で分析した。当然、
他都道府県でまだ行っていない割合が多く、実数値での検定ではχ2＝10.579, p ＜0.0011、 1 ％で有







爆証言を聞きたい」群において、問29の選択肢「 F 、反戦、反核に取り組む政治家への投票」につい 
ては、 2 x 2 直交表の一項が 5 未満であったため、フィッシャーの正確確率検定（Fisher’s exact 
test）で両群の独立性を検定した。その結果 p ＝.0099で有意であった。
　以上のように、本分析結果においては、階層化・亜群抽出により、




























　図 3 のように、概ね 7 つの至適概念クラスター数で、学生の平和観が図 1 のように可視化された。
最も中心的な概念が、【クラスター 1 　核兵器と日本・世界】で表現されているが、それには「核兵器」
による「被害」を「体験」した「被爆国」「日本」が「伝える」べきことや「世界」「平和」を「脅かす」 
「戦争」や新型「コロナ」感染症の課題が含まれる。【クラスター 2 　社会】が示す概念は、「様々」 
な「人種」や「宗教」の「理解」や「知識」、「意識」の「発展」により「国家」や「人間」「社会」の「対








る」ことなどと「感染拡大」の課題についてである。【クラスター 4 　情報共有】は、「情報」や「SNS」、 
「爆弾」の「脅威」や「悲惨」な「経験」について「話」を「聞く」こと「訴える」ことの「影響」な
どを含意し、【クラスター 5 　平和を脅かすもの】は、「紛争、貧困、経済格差、差別」などに対する 
「活動」として「日本人」が「積極」的に「協力」「支援」するなどの概念を示している。【クラスター 
 6 　交流】は、「投下」国「アメリカ」を含む「外国」との「関係」において「交流」が「大切」であ
























































































































 1 . 原爆投下の年月日や被爆都市を知っており、資料館などに七割が行ったことがあるが、被爆の実
相について詳細な知識があるとは限らない。
 2 . 原爆で1945年末までの死亡者数を知っているのは半数のみで、過大評価の傾向がある。
 3 . 被爆について情報源は、大学入学以前の教員や教科書が最も多く、被爆者の証言を聞いたことの
ある学生は一割に満たない。
 4 . 学生の八割以上が被爆者の証言を聞いてみたいと答えており、聞きたい内容は、被爆当時に目撃
したもの、どうやって命が助かったか、当時と現在までの身体的・精神的苦痛、原爆投下国アメリ
カに対する感情、の順で多かった。
 5 . 九割以上の学生は、原爆が核兵器であると認識しており、七割が米国の原爆投下を許せないと考 
え、三割弱が原爆の投下は戦争の早期終結と犠牲者数を抑えるために仕方がない必要悪だったと考
えている。
 6 . 現存の核弾頭数を六割弱が廃絶すべきだと考え、一割強が現状維持を支持し、また七割強が、ど
の国も核保有を許されるべきではないと考えており、一割以下が 5 大国の保有を認めている。
 7 . 他方、核保有 5 大国の名前を正確に知っているのは85％だった。
 8 . 核兵器保有は、四割が戦争の抑止力になると考え、三割弱がならないと考えており、残りの三割
はわからないと答えている。
 9 . 将来核兵器を使われる可能性があると考える学生は、全体の八割以上である。
 10 . 学生の六割が核兵器禁止条約を知っており、六割強は、被爆国日本が同条約に署名していないこ
とを矛盾だと考え、三割弱は中立、または問題がないという意見である。そして、核禁条約に九割弱 
が、何らかの期待をしている。






 12 . 被爆死者数においては、過大あるいは過少評価が見られたが、核保有国を列挙する設問に正解す
るなど史実の正確な知識を得ていると思われる。
 13 . 核兵器による惨劇の抑止策のうち、選択肢「国、国民レベルでの相互交流」に対する肯定率が 
高い。
 14 . 「反戦、反核に取り組む政治家への投票」に対する姿勢が肯定的である。
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　 A東京、 B 大阪、 C 京都、D名古屋、 E 横浜、 F 広島、G福岡、H那覇（沖縄）、 I 札幌、 J 長崎、 
K奈良、 L 仙台、M福島、N金沢、Oそのほか
問 8 　原爆が 2 番目に落とされた【都市②】を選んでください









　 A1000人未満、 B1000～ 5 万人未満、 C 5 万人~20万人未満、 D20～50万人未満、 E50万人～100
万人未満、 F 100万人以上
問13　設問 6 で「はい」と答えた方に聞きます。原爆が落とされた 2 都市について、どうやって知り
ましたか
　 A学校の先生から聞いた、 B 家族から聞いた、 C 友達知人から聞いた、D被爆者の証言を聞いた、 























　 A減らすべき、 B 完全になくすべき（廃絶）、 C 増やすべき、D今より増やすべきではない、 E わか
らない
問22　核兵器拡散防止条約（NPT）で 5 か国は核保有が認められていることをどう思いますか。















　 A矛盾している（先頭に立つべき）、 B 中立的な役割がふさわしい、 C 賛同すべきではない（問題な 
い）、Dその他
問28　あなたは核兵器禁止条約に期待しますか
　 Aとても期待する、 Bある程度期待する、 C少しだけ期待する、D全く期待していない
問29　核兵器による惨劇を防ぐには、何が必要だと思いますか（ 3 つ以内）
　 A歴史教育、B広島・長崎からの発信や平和運動、 C政治家、権力者、著名人の努力、D核禁止条約
の批准履行、E国、民間レベルでの相互交流、 F 反戦、反核に取り組む政治家への投票、Gその他
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問30　コロナ禍が、私たち日常のみならず、世界中の社会経済や、対立、強調など国際関係にも影響
を与える中、将来の世界平和を脅かすものは何でしょうか。被爆国日本の体験は、どんな影響力
を持ち得るでしょうか。あなただったら平和のために何をしたいですか。
　【自由記述】
